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第22回参議院選挙最終盤に向けてのメッセージ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本労働組合総連合会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　古賀　伸明
参議院選挙は投票日まであと6日となり、いよいよ最終盤を迎えました。全国各地で昼夜問わずご奮闘いただいている構成組織、地方連合会のみなさんに心より敬意を表します。参院選は最終盤を迎え、与野党の必死な攻防戦が繰り広げられ、特に１人区の選挙区を中心に野党と僅差で熾烈な闘いとなっています。また、民主党は内閣支持率の続落や比例投票先のポイントダウンなどからも極めて厳しい情勢が続いています。
中盤戦の状況は、週末から土日にかけてマスコミの世論調査などによると、「争点化」されている消費税率の引き上げについての賛否に変化が生じていることから、無党派層の動向がわからない状況にあります。１人区では、自民党に詰め寄られている選挙区が多く見られ、３人区以上の選挙区では、一部の政党と最終議席を競っている状況になっていると報道されています。
民主党は、政権交代以降、マニフェストの実現に向け、一歩一歩愚直に着実に邁進し、官僚主導・利益誘導型政治からの変革に果敢に挑んでいます。これまでの政権では試みもされなかった抜本改革がようやく緒についたばかりです。この改革の流れを止めてはいけません。「国民の生活が第一。」「元気な日本を復活させる。」を実現するため、今まさに安定した政権基盤を確保できるか否かの重要な局面に立たされていると受け止めています。今次参議院選挙では、何としても連立与党の安定過半数獲得が必要不可欠です。
連合は、「希望と安心の社会づくり」の実現のために、「いまが踏ん張りどころ、見えない政治に戻さない。」「働く者のための政治へ、連合は行動する。」を合言葉に、連合が推薦決定した、すべての組織内比例候補者と選挙区候補者の勝利をめざして闘い抜きます。
最終盤に向けて、これまでの 法令順守、棄権防止・「投票に行こう!」運動の展開を一層強め、組合員及びその家族や友人、知人一人ひとりに不在者投票を含む期日前投票を徹底し、万全を期して闘いましょう。残された期間、気を引き締め、臆すところなく、頑張り抜こうではありませんか！
構成組織、地方連合会のみなさんのご奮闘を心から祈念し、連合680万組合員の総力を結集し、連合のもてるすべての力を最後まで出し切りましょう。
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